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別添  業務詳細 

 

●佐賀県版・両親学級の開催 

県・参加市町と連携し、各回以下の構成で佐賀県版・両親学級の企画・運営を行うこと。  

 

【概要】 

（１）開催回数 6 回（※各開催会場で、各 1 回ずつの開催を想定） 

（２）開催場所 唐津市、多久市、伊万里市、鹿島市、神埼市、みやき町 での 

対面開催を想定（会場は各市町と調整） 

（３）開催時期 各市町と調整（11 月から 1 月を想定） 

（４）対象 妻が妊娠中の夫婦、今後子どもを持つことを希望する夫婦・カップル 等 

（５）参加人数 6 会場×50 名（25 組）で想定。 ※最終 300 名（全会場合計）   

     ※佐賀県民であれば 6会場どの回に参加してもよいものとする。 

     ※また、基本的には参加者は、第 1部～3 部まですべて参加を想定。 

（６）参加料 無料 

（７）募集方法 公募 

（８）各回構成 以下のとおり。 

 

各回、以下３部構成とする。 

●第 1 部 沐浴体験 

 目的：正しい沐浴の方法や赤ちゃんの反応を理解することで、安心して赤ちゃんのお世話を

する準備をする。また、特にプレパパに習慣的な育児である沐浴を体験してもらうこ

とで、赤ちゃんが生まれた後の育児へのスムーズな参加を促す。 

 内容：沐浴を行う場合の必要なモノ・場所・時間等のレクチャーを行うとともに、人形を使

った沐浴の体験を行う。 

講師：「助産師」等の指導する能力を有する者から選定すること。 

 時間：40 分程度 

  

●第 2 部 乳児のための救急ワークショップ 

 目的：赤ちゃんのケガや病気を知り、急なケガや病気に対する不安や緊張を和らげる。ケガ

や急な病気に対して冷静な判断・対処ができるように準備する。 

 内容：赤ちゃんに起こる主なケガや病気のレクチャーを行うとともに、人形を使ったケガや

病気へのファーストタッチ体験を行う。 

講師：「救急救命士・医学生」等の指導する能力を有する者から選定すること。 

 時間：40 分程度 

 

●第 3 部 （男性への）育休制度説明・取得にあたってのポイント講座 

 目的：男性の育休取得促進のため、まずは育休制度・取得方法について学んでいただく。本

講座受講後、夫婦間での育休取得時期に関する話し合いのきっかけとしていただく。 

 内容：最新の育休制度（時期・回数・給付金等）についての紹介・説明を行うとともに、育

休を取得する意味・良い事例を説明する。 
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講師：育休制度等への見識が深く、自身も育休制度を利用し、実体験等を講演できる者から

選定すること。 

 時間：25 分程度 

 

※各回（第 1 部～3 部）、120 分程度（休憩・移動時間を含む）で構成すること。 

※ただし、講師・会場の都合にて、沐浴体験・救急ワークショップについては、半分に参

加者を分け、入れ替えの形で実施してもよい。 

※第１～３部の実施内容・講師人数・時間等の調整については、県と協議の上決定するこ

と。 

※また、実施にあたっては下記に留意すること。 

   ・参加人数を満たすよう効果的な広報や実施内容について工夫をすること。 

   ・必要に応じて、手話通訳、託児サービス、車いす対応等を行うこと。 

   ・参加者へのアンケート回収率が高まるよう工夫すること。 


